
１　性質別内訳 （単位：千円）

補正前の額 構成比％ 補正額 伸率％ 補正後 構成比％

329,121,416 91.7 1,797,886 0.5 330,919,302 91.6

4,552,782 1.3 5,035 0.1 4,557,817 1.3

8,248,795 2.3 153,785 1.9 8,402,580 2.3

16,885,256 4.7 459,588 2.7 17,344,844 4.8

358,808,249 100.0 2,416,294 0.7 361,224,543 100.0

　

２　項別内訳 （単位：千円）

補正前の額 構成比％ 補正額 伸率％ 補正後 構成比％

１項 47,897,225 13.4 249,670 0.5 48,146,895 13.3

２項 123,181,301 34.3 952,288 0.8 124,133,589 34.4

３項 71,255,931 19.9 339,427 0.5 71,595,358 19.8

４項 76,549,744 21.3 69,732 0.1 76,619,476 21.2

５項 36,596,756 10.2 470,519 1.3 37,067,275 10.3

６項 2,095,499 0.6 6,800 0.3 2,102,299 0.6

７項 1,231,793 0.3 327,858 26.6 1,559,651 0.4

358,808,249 100.0 2,416,294 0.7 361,224,543 100.0

３　財源内訳 （単位：千円）

補正前の額 構成比％ 補正額 伸率％ 補正後 構成比％

169,436 0.0 0 0.0 169,436 0.0

10,672,377 3.0 0 0.0 10,672,377 3.0

65,834,331 18.4 701,116 1.1 66,535,447 18.4

156,041 0.0 0 0.0 156,041 0.0

0 0.0 10,000 皆増 10,000 0.0

798,563 0.2 0 0.0 798,563 0.2

427,180 0.1 399 0.1 427,579 0.1

2,329,300 0.7 0 0.0 2,329,300 0.7

278,421,021 77.6 1,704,779 0.6 280,125,800 77.6

358,808,249 100.0 2,416,294 0.7 361,224,543 100.0
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４ 主な事業（一般会計） 

（１）教職員人件費（給料等）（教育総務課・福利課）         1,622,462千円 

（既定とあわせ 323,420,980千円） 

６月現在の人員構成で所要額を精査し、補正します。 

・給料       ＋508,041千円（平均給料の増加等による増） 

・期末勤勉手当 ＋201,041千円（給料の増加に伴う増）  

・共済費     ＋886,778千円（負担金率の改定等による増） 

 

 

 

 

（２）学校における新型コロナウイルス感染症対策 

323,373千円（既定予算とあわせ 505,851千円） 

ア 県立学校における保健衛生用品等の購入 

（財務課、学習指導課、特別支援教育課、保健体育課） 

153,785千円（既定予算とあわせ 206,523千円） 

県立学校における感染症の拡大防止のため、マスクや消毒液などの保健衛生用品等

を購入します。 

［対象施設］県立中学校、高等学校、特別支援学校 

［購入対象］マスク、消毒液、液体石鹸 等 

［購入期間］令和５年３月まで 

 

 

イ 特別支援学校スクールバス感染症対策事業（財務課、特別支援教育課） 

169,588千円（既定予算とあわせ 299,328千円） 

重症化リスクの高い児童生徒が乗車し、かつ乗車率が高いコースに、引き続き   

小型バスを１台増車し、感染防止を図ります。 

［増車台数］24台（24コース） 

［増車期間］令和５年３月まで 

 

 



 

 

（３）県立学校チャレンジ応援基金積立金【新規】（財務課）       10,000千円 

   特色ある教育活動を推進するため、各県立学校において部活動の備品や学習用機器

の購入など事業計画を示して寄附金を募ります。 

   受納した寄附金については、複数年にわたって管理し、活用するため、基金を   

新たに設置します。 

［寄附金の使途］各学校が教育環境を改善し、特色ある学校づくりを行うために活用 

（例）部活の充実に向けたグラウンドの人工芝化や吹奏楽用の楽器購入 

高い専門性を有し、様々な分野の第一線で活躍する特別講師の招聘  

地域住民との交流活性化に向けた生産物販売所の整備 等 

※各学校で標準的に整備されている施設・設備の整備は対象外 

 

 

 

 

（４）習志野特別支援学校整備事業【新規】（特別支援教育課）       5,035千円 

習志野特別支援学校の過密化に対応するため、入居している袖ケ浦東小学校の改修

を行い、令和５年４月から普通教室を増やします。 

［工事内容］床改修、水回り改修 等 

 

 

 

 

（５）スクール・サポート・スタッフの配置（教職員課） 

186,270千円（既定予算とあわせ 431,270千円） 

教員の長時間勤務を改善するため、国庫補助金の内示増を踏まえて、教員の事務作業

の一部を補助する職員を増員します。 

［負担割合］国1/3、県2/3 

［配置人数］小中学校   150人（既定とあわせ 340人） 

特別支援学校   4人（既定とあわせ 33人） 

［業務内容］授業準備、校内掲示物の作成、会議の準備、調査統計のデータ入力 等 

 



 

 

（６）公立学校給食費無償化事業【新規】（保健体育課）         320,000千円 

子どもが多い世帯について、物価高騰等による経済的負担の軽減を図るため、   

市町村と連携し、第３子以降の義務教育期間における学校給食費を無償化します。 

［対 象 者］３人以上の子を扶養する世帯において、被扶養者である子のうち年齢が

上から３番目以降の子（義務教育の公立学校在籍者に限る） 

［負担割合］市町村立学校：県1/2、市町村1/2（千葉市のみ県1/4、市3/4） 

県 立 学 校：県10/10 

［事業開始］令和５年１月から 

 

 

 

 

（７）県立学校の学校給食における物価高騰対策事業【新規】（保健体育課）11,000千円 

食材等の価格が高騰していることから、学校給食の質を維持するとともに、急激な

給食費の値上げを防ぐため、食材費の高騰分について県が負担します。 

［対 象 校］給食を実施している県立学校（特別支援学校33校、中学校２校） 

［事業開始］令和４年９月から 

 

 

 

 

（８）「千葉県生誕150周年記念」文化発信事業 

文化財を活用した郷土の歴史再発見事業【新規】（文化財課）     6,800千円 

（債務負担行為 18,000千円） 

   令和５年は、千葉県が設置されてから 150 周年の節目の年となることから、本県  

ならではの文化資源を発信するため、県内唯一の日本遺産である北総四都市に関係 

する歴史や人物等を紹介するマンガを制作します。 

  ［印刷部数］25,000冊（小中学校18,000冊、一般頒布2,000冊、有償頒布5,000冊） 

 

 



 

 

５ 債務負担行為の設定 

（１）県立学校長寿命化対策事業（教育施設課）   （債務負担行為 1,423,000千円） 

県立学校校舎の大規模改修について、令和５年度の夏休みに仮設校舎へ引越しを 

した後、速やかに工事に着手するため債務負担行為を設定します。 

 ［事業箇所］船橋高等学校、船橋二和高等学校 

［工事内容］外壁改修、内装改修、設備改修（トイレ洋式化 等） 

 

 

 

 

（２）県立学校トイレ改修事業（教育施設課）     （債務負担行為 755,000千円） 

大規模改修の対象校となっていない県立高校の普通教室棟トイレ先行改修事業に 

ついて、令和５年度の夏休み期間中に騒音を伴う工事を集中的に実施するため債務 

負担行為を設定します。 

［実施箇所］工事 ７校７棟 

［改修内容］床のドライ化、天井・壁の張替、洋式化、手洗い設備更新 等 

 

 

 

 

 

 

 

 


